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平 成23年1月29日(土)・30日(日)、 平成22年 度埼玉

県 スポーツ少 年団指導 者現地 研 修会 が群馬 県安 中市磯

部の 一ホテ ル磯部 ガ ーデンー で開 催 されま した.

研 修会 には53市 町 村の指導 者 及び本 部関係 者 などを

含め288人 が参加 して 、 各種 目の平成23年 度 事業 計 画

を巾心 に話 し合い が行 われ ま した.

また、昨年 に引 き続 きREJISTA有 限 責任事 業組 合

代表 の谷塚 哲氏 を講 師 に迎 え 、 一スポ ーツ 少年団 に

おけ るリス クマネジ メ ン トと貝体例 一 をテ ーマに2日

間 、2回 に分けて 講演 をい ただ き ました=そ こで、講

演の 概要や平 成23年 度種 目別大 会計画 な どについ て報

告 し ます,

〔講演 の概要〕

第1日 目の`リ ス クマ ネジ メン ト!一 の内 容 を抜粋

スポ ー ツ事故 ・怪我

スポ ーツ とは常 に リス クがつ きもので ある,さ ま ぎ

まな場面 にお いて リス クが 発 牛する可 能性 が ある .ス

ポ ー ツ指導 とはいか に リス クを発生 させない かが重 要

で あ る、スポ ーツ指導 者 とは技 術を教 える ことだけで

な く、安全 に スポ ー ツを指導 する責 任がある,

⇒ したがって 、スポ ー ツ指導 者 は安全 にスポ ーツ活動

ので きる環境 をつ くる(整 え る)責 任 がある=

スポーツに内在する危 険

スポーツには内在する危険がある 参加者各人は ス
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ポー ツの リス クを承諾 してい る=ス ポ ー ツ活動 中の事

故 や怪 我 の 責 任 は 、原則 自己 責 任で あ る(大 原則).

しか し、 この 自己 貞任 では済 ま され ない 場 合 も多 い .

体格的 な差 、趣 旨、経験 の差(用 具 、 会場 、技 術 レベ

ル等)を 考 慮 す る必要 があ る,'
　

⇒ スポー ツ活動 の参加 者 が事故 や怪我 を した場 合、指.

導者 がどの よ うな判断 したの かについ て責 任 を問われ

るこ ともあ る=し た が って、常 に 一安全 な環境 一 の設

定 義務 があ る、

指導 者 と安全 配慮義務 」:

指導 者 には安 全配慮義 務 があ る、対 象者 によっ てそ

の度 合いが違 って くる.予 見可能性 ・回避 可能 性 が必

要 で ある、指導 開始前 、指導 後、行き帰 り、遠征 移動

巾 も該 当す る,ク ラブ員以外 の子 どもたちへ の責 任 も

あ る,

⇒常 に健康状 態 の把握 に努め る ことが大切,ま た 、無

料 体験活動 の際 には1日 保険 などの加 入 も考 える必要

があ る=

種 目

〔種 目別参力ロ者内訳 〕

人数

サッカー

軟式野球

バスケットボール

バレーボール

剣道

ソフ トボール

6

7

4

5

2

4

門O

q
)

2

1

1

1

空手道

柔道

バ ドミン トン

ソフトテニス

複合

4

1

7

8

7

合 計 280

指導 者 と安全 配慮義務 直

健康 へ の安全 配 慮義務(熱 中症 対策)や 天 災に関す

る安 全配 慮義務 がある=ボ ラ ンテ ィア指導 員で あ って

も責 任 があ る、

⇒ ボ ランテ ィアであっ て も有 償指導 者 と同様 の責 任が

生 じる

保護 者 に よる 車で の送 迎 な どに ついて は 、 「団か ら

直接 依頼 すれ ば、必然 的に責 任 は免 れな い一、免責 同

意書 を とった としても あ まり意味 はな い.し か しなが

ら、同意 書 をもら うこ とに よって 保護者 な どが注 意 す

るよ うにな る .法 の趣 旨(裁 判 の判例)で は、安 全配

慮 義務 の状 況 を見て判 断 され る=

スポーツ中の突然死

自動体外式徐細動器(AED)の 設置場 所等につい

"
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て 日ごろか ら確認 して お くこ とが大切 .

保険 について

傷害 保険 や損 害賠 償責 任 保険 などについ て内容 等を

把握 してい るか=再 度内容 を確認 の うえ、場 合 によ っ

て は 再検討 す る必 要が ある=

子 どもに事故 や怪我 が 発生 した際 は 、速 や かな対 応

と関係 者へ の報告 が重 要で あ る=口 ご ろか ら保護 者等

との コ ミュニ ケーシ ョンを と り、信頼 関係 を築 き、速

や か な連絡 ・報告 を 日常か ら心 がけていれ ば 、白己 責

任 と して処理 され る ことが多 く、 トラブル に発展 しな

い 、

平成23年 度種目別大会計画

■ ■軟 式野球■ ■

第30回 埼 玉県 スポ ー ツ少年 団

夏季 小学生軟 式野球交 流大会

期 ヒi6月12目(目)・18ヒ1(十)・19ヒi(目)

会場 荒川 総合運動 公園 他

第36回 埼 玉県 スポ ー ツ少年 団小学 生軟式野 球交流 大会

期 口10月230(口)・300(口)・11月3口(祝)

会場 県営大 宮 ・第二公 園 ・吉 見町総合運動 公 園

※32チ ー ム

第34回 中学生軟式 野球交流 大会

期 日7月31日(日)・8月6日(土)・7日(日)

会場 未定

第7回 埼玉県 スポー ツ少年 団女子団員 交流大 会

期 円11月23円(祝)

会場 未定

■ ■サ ッカー■ ■

第40回 埼 玉県 サッカー少年 団大会

期 円11月6円(円)・13目(日)・20円(日)

会場 埼 玉 ス タジアム2002(第2、 第3グ ラウ ン ド)

他

※ 各4地 区 を勝 ち抜 い た32チ ーム によ る トーナ

メン ト大 会

■ ■ソフ トボー ル ■■

第34回 ソフ トボー ル 中央大 会

8月20日(土)・21日(日)

深 谷市

男女共16チ ー ムの トー ナ メン ト方式

各地区 よ り選出(チ ー ム数)

東部 地区 男 子1女 子4

西部 地区 男 子1女 子4

南 部地区 男 子11女 子5

北部 地区 男 子3女 子3

■■空手道■■

第27回 空手道交流大会

期 日9月18日(日)

会場 県立武 道館

※700名 各ブロ ック選 出

※ 形 小学1年 生 ～6年 生(各 学 年男女 別〉

中学 牛(括 男女 別)

組手 小学3年 生 ～6年 生(各 学 年男女 別〉

中学 生(一 括 男女 別)

■■バ レーボー ル■■

日

場

※

※

期

会

第30回 関東ブ ロ ックスポー ツ少年 団

バ レー ボール 大会埼玉 県大会

期 日7月2日(土)・3日(日)

会場 川越運 動公園総 合体育 館 ・所 沢市民 体育館

第6回 埼玉県 スポーツ 少年団 キ ッズ交 流大会

期 日8月6日(土)・7日(日)

会場 熊谷 ス ポーツ文 化公 園 体育館 他

第8回 埼玉県 スポーツ 少年団 中学生交 流大会

期 円8月28日(目)

会場 熊谷 スポーツ文 化公 園 体育館

第9回 全 国ス ポーツ少 年 団

バ レー ボール 交流大会 埼玉県 決勝大会

期01月14口(土)・15口(口)

会場 さい た まう記 念 総合 体 育館

■ ■バ スケ ッ トボール■ ■

第30回 埼 玉県 スポーツ少年 団

ミニ バ スケ ッ トボール 交流大 会

期 日7月2日(土)・3日(日)

会場 深谷市 総合体育 館(深 谷 ビックター トル)

第12回 埼 玉県 スポーツ少年 団

ジ ュ ニアリー ダーバ ス ケッ トボール交 流大会

期 日8月7日(日)

会場 新座市 民総合 体育館

■ ■柔 道 ■■

第33回 埼 玉県 スポーツ少年 団柔道 親善大会

期08月21口(口)

会場 県立武 道館

※800名

■ ■複 合■ ■

第31回 複 合種 目大 会

期 日9月3日(土)～4日(日)

会場 スポー ツ研修 セ ンター ・水上 公 園

■■ ソ フ トテ ニ ス■■

第32回 埼 玉県ス ポーツ少年 団 ソフ トテニ ス交流大 会

中央 大 会(小 学 生)

期 日8月20日(土)

会場 熊谷市 彩の国熊 谷 ドー ム多 目的 運動場

中央 大 会(中 学 生)
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期 日8月27日(土)

会場 熊 谷 さ くら運動 公 園テニ スコー ト

■ ■バ ドミ ン トン ■■

第30回 埼 玉県 スポ ー ツ少年 団バ ドミン トン 大会

(団体 戦)

期 円12月3Fi(土)

会場 久喜市 総 合体育 館 第 ・体育館

第18回 埼 玉県 スポ ー ツ少年 団バ ドミン トン 大会

(個人 戦)

期 日3月17日(土)

会場 蓮 出市総 合体育館

■ ■剣道■■

第35回 埼玉県スポーツ少年 団剣道交流大会

期日8月28日(日)

会場 本庄シルクドーム

第34回 全 国スポー ツ少年団剣道交流大会選手選考会

期目12月3円(土)

会場 宮代町 ぐるる宮 代

■ ■駅伝■■

第29回 埼玉県スポーツ少年 団駅伝競走大会

期日2月11日(祝)

会場 朝霞「巨陸上競技場

種目別大会結果

第28回 埼玉 県 ス ポーツ 少 年団 駅 伝競 走大 会

2月11日(祝 日 〉朝霞 市陸 上競 技場周辺 コー スにて、
一第

28回 埼 玉 県 スポ ーツ 少年 団駅 伝競 走大 会一 が開 催

され ました .み ぞ れの中、男子39団 ・女子23団 が参加

し、チー ム ワーク と健脚を 競い ま した.

男子 はFC宗 岡(志 木 「博 、女子 は ファイ トマ ラソ ン

(川越 市)が 優勝 し、区 間賞 は次 の団 員 が受 賞 し まし

た 、(丸 数 字 は学年)

<男 子>

1区:早 川 榛樹 ⑥(尾 山 台 イレブ ン)7分19秒 ・2

区:小 林 祐 太 ⑥(尾 山台 イ レブ ン)5分36秒 ・3

区:菅 原拓海5(フ ァ イ トマ ラ ソン)5分46秒 ・4

区:安 西 竜晟 δ(戸 塚FCJ)5分52秒 ・5区:谷 村

海 人 亘(FC宗 岡>5分48秒 ・6区:桑 名 凌宇 ⑥

(FC宗 岡)5分24秒

く女 子>

1区:沢 円美 羽 ⑤(フ ァ イ:・マ ラ ソン)7分45秒 ・

2区:野 口真 希 δ(東 松 山陸上 スポーツ少 年団)6

分18秒 ・3区:山 崎 冬華 δ(フ ァ イ トマ ラ ソン)6

分28秒 ・4区:甲 田 真唯 ◎(志 木 チ ェ リーズ)、 藤

田真 由 δ(吹Eミ ニバス ケッ トボ ール)6分44秒 ・

5区:中 木野 笑 δ(フ ァ イ トマ ラ ソン)6分30秒 ・

6区:上 野 あか ねδ(高 萩 北 チェ リーズ)6分16秒

*雪 の 中、子供 たちの安 全 を図 り、大会 を運営 され

た関係者 、協 力者 の方 あ りが とうご ざい ました

第33回 全国 スポー ツ少 年 団剣 道 交流 大会 埼 玉県 予 選

平成22年12月11日(日)熊 谷市民 体育 館

く 団体 戦 〉

優 勝 秩 父市A(先 鋒:新 井 玲 也 …荒 川 剣友 会 、次

鋒:宮 原咲 季 …明信本館 、中堅:福 島俊 輝 …荒川 剣

友 会、副将:山 中友 華…大滝 剣道 、大将:小 野将 弥

…荒 川剣 友会)

2位 熊谷市A

3位 小鹿野 剣友会 、 日里 町剣道

〈個人戦 〉

中学男子 工小林 大希(荒 川剣友会)2岩 円真行(荒 川

剣友 会)3松 本舜平(fl多心館)・ 倉林圭一郎(児 玉

剣道教室)

「「r学女子 工牛山直実(宮 代剣友会)② 太 田こゆ き(春

日部 剣道会)3角 莉奈(松 原剣道)・ 小 澤久瑠実

(松原 剣道)

*各 優 勝者 は、平成23年3月26日 ～28日 に兵庫 県姫

路市 一兵庫 県立武道館」で行われる全 国大会に埼

玉県代表 として出場 します

第39回 埼玉県 サッカー少年団中央大会

平成22年11月22日
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女子団員軟式野球交流大会

平 成22年11月27日(土)鴻 巣市 上 谷総 合 公園 を 主 みの 楽 しい競 技 を念頭 に運営 す るこ とで、参 加 団員が

会場 として 、埼玉 県 スポ ー ツ少年 団女子団 員軟式野 球 交流 の輪 を広 げ、友情 と協力 を育 む場 となる こ とを 目

交流 大会 が開催 され ま した .当 初11月23日 開 催が予定 的と して開催 されて い るもの です.

され てい ましたが、当 日天 候不順 のため 、延 期 されて 県内 各地 よ り、18チ ー ム281名 の参加 があ り、埼玉

の 開 催で した,栄 中学 ・高等 学校 の軟 式野 球部 員37人 の 協 力 によ り開

この大会 は 、県内軟式野球 種 目の女 子団 員 に同性 の 催す る ことが で きま した.普 段 は男子 と一緒 に活動 し

● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

優 勝 江南南サッカー少年団(熊 谷市)

準優勝 越谷FCジ ュニア(越 谷市)

第3位 浦和 三室サッカー少年団(さ いたま市)

飯能 ブルーダーサッカー少年団(飯 能 市)

県民総体埼玉県スポーツ少年団競技別交流大会

第8回 全国ス ポー ツ少年 団バ レーボール交流大会

埼玉県決勝大会

平成23年1月16日 さいたま市記念総合体育館

優勝 男了 所沢育星 レオJvC

女子 上尾クラブ

*上 尾 クラブは、平成23年3月28日 か ら行われ る全

国大 会(モ 重 県開催)に 出場決定 しました=

第26回 埼玉県 スポーツ少年団空手道交流大会

9月12円 埼玉県立武道館

く形の部 小学生男子>

1年 工斉藤春誓(口 誠会)2湯 澤琉晟(口 誠会)3吉

野智哉(誠 徳館)・ 所龍之介(鴻 巣空手)

2年 工内田曝(口 誠 会)2柴 田海(口 誠会>3金 田縁

(白岡総合)・ 長 谷川大翔(協 会 所沢)

3年 工瀬山翼(明 鴻 会)2:浅 田航太(拳 志 会)3大 谷

明輝(峰 心会桶川)・ 宮崎悠斗(八 潮空手)

4年 工矢 口陸(宮 代空手)2根 岸亮太(行 円誠道館)

3塩 原明機(東 亜連盟)・ 森田直輝(協 会上尾)

5年 工人美賀裕也(宮 代空手)2河 原啓志(日 誠会)

3嶋 田力 斗.・(研誠会)・ 大 谷祐樹(峰 心 会上尾)

6年 工釜賀永介(日 誠会)2金 円風雅(臼 岡総合)3

上篠海(大 宮空手)・ 塩 原尚樹(東 亜連盟)

〈形の部 小学生女子 〉

1年 工野別未来(日 誠 会)2吉 田理紗(東 亜連盟)31

石瀬 桃菜(日 誠 会)・ 榎本 紗 也(新 座市)

2年 工矢口歌子(宮 代空 手)2照 沼莉歩(東 亜連盟)

3小 林未空(濤 真 会)・ 高井沙輝(三 郷 う空手>

3年 工丸山美桜(拳 志 会)2小 島夢姫(拳 志 会)3石

井聖南(拳 志 会)・ 菅 谷茅央(拳 志 会)

4年 工上野彩 果(拳 志会)2山 川 未央(飯 能空手道)

3高 井友輝(三 郷市空手)・ 大江乃々夏(協 会 所沢)

5年 工竹下綾香(拳 志 会)2小 林真由(拳 志 会)3小

倉涼(峰 心 会坂戸)・ 島田かりん(峰 心会桶川)

6年 工伊藤いぶ き(東 亜 連盟)2平 原理子(飯 能空手

道)3松 島美桜(明 鴻 会)・ 大 西実恵(東 亜連盟)

〈形の部中学生男子 〉

工西岡 矩穀(協 会所沢>2藤 本大輝(宮 代空手>3:鈴

木皓斗(宮 代空手)・ 小熊章太郎(宮 代空手)

〈形の部中学生女子 〉

エ小林美帆(拳 志会)2佐 藤柚奈(宮 代空手)② 芝崎

沙果(峰 心 会上尾)・ 池田蒼衣(r峰 心 会桶川〉

<組 手 の部小 学生男子>

3年 工醍醐建(八 潮空手)2浅 田航太(拳 志 会)3:瀬

山翼(明 鴻 会)・ 柳 智喜(協 会所沢)

4年:L河 野直稀(与 野空手道)2名 取連太郎(東 亜連

盟)3廣 田純一(上 里 町)・ 佐藤慶吾(協 会所沢)

5年 工河原啓志(日 誠 会)2嶋 田力斗(研 誠 会)3:伊

藤大地 ・峯村大河(目 誠会)

6年:L小 松崎勇 人(東 亜 連盟)2今 成泰晴(深 谷市川

本)3浅 田宥人(拳 志 会)・ 河野弘希(与 野空手道)

〈組手の部小学生女子 〉
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一
、縫

てい る女子団 員が単 独 でチー ムを組 ん だ り、市町 村 単

位で 合同チー ムを構 成 して参 加 した り して 、楽 しんで

い ま した 。 チー ムの 名前 も 一さくらち ゃん一 「南埼 ひ

まわ りむすめ 」など 、かわ いい名前 があ りま した.

応援 もス タン ドい っぱ いの 人た ちか ら声 援 が あ り、

一生 懸 命フ=レー して い ました
、各チ ーム2試 合行い ま

した .勝 ち 敗けはあ りました がお手 伝いの お 姉 さん た

ち との楽 しい 一 日で した.
● ● ■ ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ●

3年 工中井舞(八 潮空手)2行 井聖南(拳 志 会)3丸

山美桜(飯 能法空会)・ 野寺春 日(東 亜連盟)

4年 工吉 田萌笑(協 会上 尾)2向 山怜那(東 亜連盟)

3有 光喜南(三 郷 市空手)・ 山川未央(飯 能空手道)

5年 工橋本彩花(協 会所沢)2塚 本楓(拳 志 会)3高

松真咲(新 座市)・ 小林真由(拳 志 会)

6年 工中井成美(八 潮空手)2土 犀玲奈(行 円誠道館)

3臼 方菜々海(八 潮空手)・ 秋元唯(協 会 行田)

〈組手の部中学生 男子 〉

工清水一歩(明 鴻 会)2高 杉健介(拳 志会)3:森 功武

(拳志会〉 ・中村拓馬(東 亜 連盟)

〈組手の部中学生女子 〉

工我妻萌 乃花(八 潮空手)2野 口搭桜子(東 亜連盟)

3堀 川ひかる(八 潮空手 〉 ・古澤夏菜(八 潮空手)

第32回 埼玉県スポーツ少年団柔道親善大会

8月29口 埼玉県立武道館

く小学生 の部男子>

1年 工森田蒼大(松 山南)2工 藤泰輝(育 徳館)3畑

井孝心(八 潮)・ 萩 原信二(革 進館)

2年 工柏田和哉(育 徳館)2高 橋大知(三 郷)3原 京

悟(男 尖)・ 斉藤晴紀(秩 父)

3年 工鎌円龍誠(三 郷)2:高 橋翼(育 徳館)3柏FI将

哉育徳館)・ 大 久保大和(加 須)

4年 工島田濡(育 徳館)2島 村天紳(三 郷)3植 木人

志樹(誠 心館)・ 臼川真生(二 郷)

5年 工阿部竜弥(加 須)2岡 安智弘(加 須)3滝 沢太

墓(力 口多頁)・ 斉藤1真.也(育 脅恵負官)

6年 工村田彪雅(吉 田)2:高 橋歩夢(青 柔 会)3神 村

㌦鯉 慧

● ● ■ ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ●

拓生(武 里)・ 平 野陸哉(講 武 館)

<中 学 生の部 男子>

1年 工嶋 田明義(講 武 館)2川 崎 友鳳(八 潮)3大 谷

慎 也(明 道館)・ 大 川晃平(講 武 館)

2年 工 島村天太(三 郷>2杉 田敏.山(男 裳)3黒 沢5・

輝(小 鹿野)・ 等本理功(養 心 館)

3年 工大橋 賢人(三 郷>2村 円健吾(吉 円)3高 橋潤

(三郷)・ 向 井雅 人(志 木)

<小 学 生の部 女子>

1年 工竹.内もも(本 庄 愛)2坂[涼 華(川 本)3近 藤

陽菜(松 山 中)・ 小 林未空(革 進 館)

2年 工安書 まお(ヨ 郷>2堀 井愛菜(武 里)3深 井 こ

とね(春 日部)・ 藤 沼咲南(杉 戸)

3年 工高僑 桃子(二 郷>2佐 藤{令愛(八 潮)3大 谷彩

実(明 道 館)・ 滝 沢真 由(加 須)

4年 工 田代渚(加 須)② 高 橋珠理(青 柔 会)3西 村み

さき(養 心館)・ 黒 沢心華(小 鹿野)

5年 工小林恵子(三 郷>2:鈴 木里 佳子(春 口警>3伊

田朱 音(川 本)・ 石 川汐音(男 会)

6年 工 大谷麻稀(明 道 館)2小 林 友佳(三 郷)3木 村

眞央(養 心館)・ 伊 藤 明 日香(幸 心 館)

<中 学 生の部 女子>

1年 工 金内夢路(二 郷>2:内 村光里(蓮 田)3高 橋唯

(青柔 会)・ 小 木 曽千瑛(志 木)

2年 工滝 澤美咲(青 柔 会)2成 田優佳(講 武 館 〉②片

円紅 葉(男 会)・ 浅 居苑 香(加 須)

3年 工杉 田綾音(男 裏>2下 沢由季(本 生愛)3古 宅

叶歩(蓮 国)・ 今野瑞紀(男 会)
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1大谷 ドッジボールクラブスポーツ少年 団」

「ドッ ジボール クラブス ボーツ 少年団(チ ー ム名は

大 谷 ブル ーウ イ ンズ)』(上 尾市)は 、埼玉 県 スポー ツ

少年 団に ドッジボール を活動 種 日として登 録 して い る

2団 のうちの一つ です 、

平 成13年 、代表 指導者兼 監督の太 円信哉 さんが当 時

勤務 してい た上尾市 の大 谷小学校 で担 任す る学年 の児

童 を 集め 、市や 県の ドッジボール 大 会に出場 しま した=

その後 、その子 ど もた ちが ドッ ジボー ルの楽 し さに

日覚 め、 一6年 生 にな っても ドッ ジボー ルがや りたい」

との 思 い を太 出 さん に 伝 えま した、そ こで、太 出 さん

が地 域 か らも認 められ るような クラブ を作ろ うと思い

立 ち、広 く団 員を募 集 したの が きっか けで平 成14年4

月に結成 され 、 まも な く10年 目を迎 え ます=

指導 者は太 田 さん を含 め6人=団 員 は3年 生 か ら6

年生 までの27人(男 子21人 、女子6人)定 期 練習 は

小学 校の体育 館 で週2回(火 ・金/午 後5時 ～7時)=

休 目には大 会 出場や 、 交流 試 合を主 催 した り、 関東

各都 県のチー ムが主催 す る交 流試 合に 参加 した りして

いま す また年 に3回 程 度、主 に宮城 や富 山 、大 阪 な

どの 大 会(合 宿)に 遠 征出場 してい ます=

主 な大 会成績 は、全 国大会3回 出場(最 高 位はべス

i・16>=現 在 、昨年9月 の埼 玉 県 ドッジボ ール選 手権

大会 優勝 によ り山 場 資格 を 得た 関東 大 会(3月12日)

に向 けて練習 に励んで い ます(上 位 に入れば 全国 大会

出場)、

母 集 団は、練習 ・大 会時の 引率 、 クリ スマ ス会等の

レク リエーシ ョンの企 画 ・実 施 など献 身的に 団活動 を

支え てい ます=ま た、小学 校 を卒業 して団 を離 れた子

ど もた ち も後輩 の た めに練 習 を手 伝 っ て くれ て い ま
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公式 ドッジボール競技の主なルール ・作戦の紹介

■ルール

*試 合 は12人 対12人 で行 う。

*元 外野は何人出してもよいが、相手 をアウ トにしない

と内野 には入れない。

*1セ ッ トは5分 で1セ ッ トマッチあるいは3セ ッ トマ

ッチで行われる。セッ ト終了時 に内野人数が多 く残ってい

るチー ムが勝利となる。

*外 野も枠に囲まれていて、そこからボールが出ると試

合は中断する。最後にボール に触れた選手な どによってボ

ールの支配権を決定し、試合を再開する。

*パ スは4回 まで認められ、5回 目のパスをするとファ

ールで相手ボールになる。

*外 野同士、内野同士のパスはできない。ボールを持っ

た選手は自分で投げなくて はならない。

■作戦

*ボ ールをよ けるよりもキャッチすることを重視する。

そのため、選手は横一列 に並んで守備を し、相手選手と一

定の距離を保ちながら組織的に移動す る。

*攻 撃選手のボールは最大速度80km/h以 上に達する。

パスを回しながら相手を追い込み、アタックを打ち込 む。

■ ドッジボールの魅力

*学 年 ・男女 にかかわ らず チーム編成をすることがで

き、全員が出場し活躍する ことができる(公 式ルールで は

3年 生以上でチーム を編成)。

*5分 間という短い時間の中に 、さまざまな ドラマが詰

まっています。外野からアウ トをとれば2人 差 を詰めるこ

とができるため、残り数秒でも大逆転が起こることもあ る。
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1ス ポーツ安全保険

まもな く、新年度とな り新 しい団員が加わ ることと思

います。 スポー ツ安全俣険への加入を忘れす にお願い し

ます。

掛け金は 、子どもA1区 分(ス ポーツ ・文化 ・ボランテ

ィア ・地域活動など)600円 、大人AO区 分(子 どもの

スポーツ活動の指導)1コ00円 など、力口入区分 がいろい

ろあります、自分たちの活動 に合 うスポーツ保険への加

入をお願い します。

単位団代表の方 は、3月 上旬に送られてくる資料及び申

し込み用紙 を確認 してくださ い。すべての団員 ・指導考

が加入されますよ うお願い します。

大会 ・行事等 、スポーツ保 倹の加入が規定され ること

があります。

2組 織的な団運営を

一人の指導者がすべての運営 ・指導を行 うに は限界が

あります。

複数の指導者が:①巨の運営を担当する人 ②専門技術

を壽導する人 ③地域との協力 や資金確保をする人な ど

と役割を分担する ことが必要です。

複数の人たちで子 どもを守 り育てましょう1

3、 活動場所の安全確認

新力口入の団員及 び保護者の方 、また新 しく指導 を始 め

る方な どに活動 を始める時の手III頁、屋外及び屋 内の危険

と思われる個所の点検、用具の確認などの指導助言をお

願いします。

大会、試合等で普段の活動場所ではな い所では、指導

者、保護者、団員が一緒 に使用規定を守り、許可されて

いない場所へ立ち入らない こと1

また、遠征等で自家用車を使用の場合 〔使用しない こ

とが望ましいが り は、交通ルール を守 り無理を しない

こと1(子 どもたち に、車に乗せて もらう感謝の礼儀を

教えることも重要)

駐車場 と会場の移動に、安全確保をお頴い します!

4子 どもたちの健康に留意

過密スケジ ュール 〔一 ヨあたりの活動ヨ寺間、一週間あ

た りの活動 日数)に 注意1指 導者のな にげな い一言が、

子どもたちの心を傷つけます。(愛 情をもって指導 をD

子 どもたちが家 に帰 るまでが、団活動 です。安全に帰

宅 できる時間に活動 を終了 しま しょう!(日 没時間に注

意)

5熱 中症対策

まだ、気候的 に問題はないと思います が、指導者のか

方、今のうちか ら熱 中症 に対する共通の認識を持 ってい

ただきたいと思います。

6医 療機関の確認

万が一の場合の協刀医療機関の確認をお願い します。

診療科 目、診療時間、搬送体制等の確認1

保護者 ・指導者 ・地域のみなさんで子どもたちを守り

育てま しょう1

※このべ一 ジは、「ス ポー ツジャ ス トー に鶏載された 内召を振粋 して し、ます:

す=現 在の コーチ に も卒団 生 がい ますが、 今年の1月 、

成人 式 を迎 え た第1期 生が 、全員 で挨 拶に来 て くれ た

こ とを太田 さんは大変 喜んで い ました=

公式 ドッジボ ールは、遊び で行われ てい る ドッジボ

ール とは異 な るル ール や作戦 がた くさんあ り ます、攻

守 と も緻密 な 作戦 とボ ールの 動 きに瞬 時に判 断する対

応力 が求め られる、 とて もスピー デ ィーな競技 で す、

この 日の練習 で は、6年 生男子の 強 烈なア タックボ

ール を4年 生 女 了一が体 全体 を 使って が っち りキャ ッチ

す る場面 もあ りま した,大 会 などで 保護者や周 りの 人

たち が こう した光景 を 目の当 た りに した ら、 きっ と大

きな感動 を抱 くことは 間違 い ない…… と感 じました、

=代 表 指導 者(監 督):太 田 さんの話
一団活 動 は

、礼 儀 ・挨拶 を大 切にす る こと、 活動 を

支 えて くれ る方 に感謝 の気持 ちを忘れ ない こ と、チー

ム全 員が心 を一 つに して試 合 に臨 むこ とな どを基 本方

針 と して取 り組 んでい ます、今 後 、公式 ドッジボ ール

の楽 しさを 多 くの子 ど もたち ゃ指導者 の.方た ちに知っ

て も らい、近い 将 来スポ ー ツ少年 団の 県 大.会が 開 催で

きるよ うにな る ことを期 待 してい ます,一

窟ず参伽 臨@)し く属瀦一轡 勧ゐ懸鐸韮役
唄虐 埼玉県体育協 会キ ャ.ンチフレー ズ
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平成22年度埼玉県スポーツ少年団

ブロック本部長会議

平成22年 度埼玉 県 スポ ー ツ少年 団ブ ロ ック本部長 会

議 が 、東 部(11月21日 ・蓮 田 市 中央公 民 館)、 西 部

(11月13円 ・目高 市生 涯学習 セ ンター 〉、南部(11月

20日 ・桶川 市桶 川 公民館)、 北部(12月1日 ・熊谷 市

STAGE)の4会 場で開 催 され ま した=

各 会場 と も21年 度(1611f14町64名)をE回 る33市

12町78名 の 出席 があ り、活 発 な意 見の交換 が行わ れ ま

した=そ の 中で 団が 合併 して 少な くな った(飯 能 市、

狭山市 、 ときがわ 町)あ る いは、チー ムスポー ツでは

チー ムの 構成 がで きな い状 態 で 合併 が必要(鴻 巣 市)

とい う気 にな る報告 が あ りま した。

サ ッカー団が合 併 した理 由 と して、上手 な子供 は ク

ラブ チームに移籍 して しまうため 、中学校 のサ ッカー

部 が 成 り立 た な く、部 が な くな り、中学 に行 って サ ッ

カー が続 け られ な くな るため 、団 員 が減少 した(と き

がわ 町)、 との こ とです.

また 、 これ に関連 して 、サ ッカー スクールが活 動場

所(市 の 公園等 を 未申請で 使用)を 移 動 しなが らのゲ

リラ的活動(蕨 市 、上尾市)も 報 告 され ま した,

■ 団員の減少 の理 由

毎年 、話題 の 中 心に な るの が 団員 の減 少 問題で す

児童 数減 少(幸 予市 、川]市)、 親の 反対 で 入 団で き

ない(杉 戸 町)、 大会 数 が 多 く保護 者へ の負 担 が 多い

(飯能 市)、 親 が手 伝い等 した くな い(鴻 巣 市).

■ 団員の減少 対策

増 加策 として は、市 や町 の行事 に協力 ・参 加な どが

多 くあ ります,

市 事業 の子供 向け スポ ー ツ教室 開 催(羽 生市)、 市

事 業 の放 課後子 供教 室へ 少 年団指 導 者 が協 力(久 喜

市).未 就 学 児や 低学年(未 登 録)の 子 供 を対 象 に遊

び教 室開 催(自 岡 町)=社 会活動 を とお してPR(蓮 田

市)う 体 協主 催 スポ ー ツ体験 フェス テ ィバ ル に協 力

(和 光 市)や 、町 の広 報 紙 に 団員 の募 集 記 事 を掲 載

(fヲ野奈田丁)、

その他 として 、低学 年の勧誘(白 岡町 、小 川町 、本

庄rm=学 校 のPTA総 会 時 に スポ ーツ少 年 団 をPR(杉

戸 町)、 学校 に協 力を お願い(募 集 案 内の配 布 、 ボ ス

ター の掲示 な ど)(嵐 山町 、鳩 山町 、和光 市、深谷 市)、

母集 団研修 を充実 させ団員増(志 木 市)、

未登録の 団体 に働 きか け として 、野球(越 谷市 、所

沢 市 、坂 戸市 〉、剣 道(越 谷市 、坂 戸市)、 サ ッカ ー

(草加 市)、 バ レー(桶 川市 〉 があ りました=

■指 導者に 関 して

指導 者の 資質の 向上(幸 手 市 、所 沢市 、蕨市 、深 谷

市)指 導 者 不足(日 高 市 、L里 町)

■市 町村合併 で の問題

1市3町 の本 部合併 に 向けて協議 、来年 度 について

は登 録を ・本 化 し活動 は現状 の まま、1年 か けて規 約

等を整 備(加 須 市大利根).1市3町 が合 併 したため 、

従来 事業 で使 用 してい た施設 等 に不足 が生 じ見直 しが

必要(久 喜市)=合 併 した際 リー ダーが 分散 して しま

い再 構築 中,市 内交流大 会 について旧市 を支部 化 して

大会 を開催 しているが統一1生が薄いの で今後 検討(さ

いた ま市)=合 併後5年 が 経過 し、やっ と方 向性 が一

致 して きた感 がある(熊 谷市)。

スポー ツ少年団認定指導者について

少年 団結成 に は10名 以 上の 子ど もたち と1名 以上の

成 人指導者が 必 要です.ま た最 低1名 以上の認 定育成

員か 認定 員の 資格が必 要 です.

スポ ー ツ少年 団は、基本 的 には少年 ・少女 たちの ス

ポー ツを通 した自主的 な活動 の場 です が、精神 的に も

身体 的に も未成熟 な子 どもた ちに適 切 な助言 ・指導 が

必要 です=

少年 期 の発育 発達 に応 じた適 切 な指導 を行 うために

は、技 術 的な ことよ り、機能 的 ・生理 的 ・心理 的なこ

とを勘 に頼る ことな く科 学的 根拠 に基 づいた指導 をす

るこ とが求め られます その ためには すべて の指導者

が講 習 会 を受 講 するこ とによ って資格 を取得 し、 了ど

もた ちの健全 な育成 に 努めて い くこ とが重要 です、

認 定員 養 成講 習会 受 講 に つい て

認 定 員養 成 講習 会兼 スポ ー ツ リー ダー 養成 講 習 会

が県本 部主催(年1回 〉 その 他 各市町 村 本部 主 催が20

個所(予 定)で 開催 され ます=多 数 の指導者 が受講 さ

れる ことを望 み ます 、

認定 員資格取 得の注 意 として は、 まず23年 度 の指導

者登 録を済 ませ、養成 講習 会を受講す る こと(2日 間

受 講),県 本 部 が登 録 確認 後 、認 定 証 ・指 導 者 必携

書 ・ワッヘ ンが配 布 され ます(12月 頃).22年 度養成

講習 会を受講 され認定 保留 されている方 も23年 度登録

確認 後に認定 されます 、

編 集 後 記
団 員 を増 や す に は 、 母 集 団 の ロ コ ミに よ る勧 誘 が い ち

ば ん か も しれ ませ ん .そ れ に は"魅 力 あ る 単 位 団1で あ

る必 要 が あ り ます .ク リ スマ ス会 や お 楽 しみ 会 だ け で な

く 、 もっ と魅 力 あ る"何 か 噛1をみ ん な で探 って み ませ ん

か

埼 玉 県 スポ ー ツ 少 年 団 事務 局 気 付 一育 成 広 報 委 員 会」

〒33D・OO63さ い た ま市 浦和 区 高砂3・14・1埼 玉 県 自治 会館 内

TEL;048・822-5171FAX:048-822-5174
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